
お 知 ら せ
記者発表資料 平成３０年１⽉２３⽇

合同庁舎記者クラブ、⿃取県政記者会、島根県政記者会、
同時発表先： 岡⼭県政記者クラブ、広島県政記者クラブ、⼭⼝県政記者会、

⼭⼝県政記者クラブ、⼭⼝県政滝町記者クラブ、中国地⽅建設記者クラブ

建設キャリアアップシステム説明会を開催します
〜建設業の担い⼿確保・育成に向けた新しい取り組みを始めます〜

中国地⽅整備局は、以下のとおり、「建設キャリアアップシステム説明会」を開催します。

現在、国⼟交通省と建設業関係の各団体は、「建設キャリアアップシステム」の今年の秋からの運⽤
開始に向け、官⺠⼀体で取り組んでいます。

建設キャリアアップシステムは、 建設技能労働者（技能者）の保有資格や現場経験（就労実績）など
を、 ICカード（キャリアアップカード）を通じシステムに蓄積するとともに、蓄積されたデータを基にした能⼒評価
などで活⽤を図ってゆくものです。

建設業が将来にわたって、社会資本整備や地域の守り⼿としての役割を果たしてゆくためには、担い
⼿の確保・育成が必要であり、そのためには、技能者1⼈ひとりが技能と経験に応じた処遇を受けられる
環境の整備が不可⽋です。建設キャリアアップシステムの構築は、この⼀環として⾏われるものです。

１．⽇ 時：平成３０年 ２ ⽉２６⽇（⽉） １４時３０分〜１６時００分

２．会 場：広島合同庁舎 １号館附属棟 2階⼤会議室（広島市中区上⼋丁堀6－30）

３．主 な 内 容：建設キャリアアップシステムの概要、メリット、利⽤⽅法について

４．取材について：報道関係者で傍聴を希望される⽅は、当⽇会場受付までお越し下さい。

＜問い合わせ先＞
中国地⽅整備局 ０８２－２２１－９２３１（代表）：（平⽇・昼間）
【担 当】建政部 計画・建設産業課⻑ 佐々⽊ ⾼ 志 （内線６１２１）

さ さ き た か し

建政部 計画・建設産業課⻑補佐 古 ⽥ 勝 則 （内線６１４２）
ふ る た か つ の り

【広報担当窓⼝】 広報広聴対策官 坂 屋 政 之 （内線２１１７）
さか や ま さ ゆ き

企画部環境調整官 ⾜ ⽴ 司 （内線３１１４）
あ だ ち つかさ



会場案内図（ 建設キャリアアップシステム説明会 ）

会　　場　 ： 広島市中区上⼋丁堀６－３０
　（広島合同庁舎　１号館附属棟　2階⼤会議室）

【交通案内】

《 バ　ス 》
：　広島駅バス乗り場（ Ｂホーム８・９番 ）
　　 から「⾼陽⽅⾯」「可部⽅⾯」⾏きのバス
　　 に乗⾞。
　　 ⇒　“合同庁舎前バス停”で下⾞。
　　　※経由地が「合同庁舎前」と⽰されたバスを
　　　　 ご利⽤下さい。

公共交通機関の利⽤に
ご協⼒をお願いします 。

広島合同庁舎

｢合同庁舎前」バス停

地理院地図（国⼟地理院）を使⽤して作成。

（２階建の建物）
1号館附属棟 2階⼤会議室

広島合同庁舎周辺

広
島
駅

｢広島駅」バス乗り場

地理院地図（国⼟地理院）を使⽤して作成。

1号館附属棟
2階⼤会議室

合同庁舎前バス停



建設キャリアアップシステムを活用した技能者の処遇改善に向けた取組

・建設キャリアアップシステムの導⼊で確認が可能となる、技能者の保有資格及び就業履歴のデータを活⽤し、個々の技能者の知識や技
能と組み合わせた「能⼒評価基準」を策定する。
・この能⼒評価基準に基づいて技能者を評価する枠組みを構築し、レベルに応じてキャリアアップカードを⾊分けすることで、技能者の技能
や経験に応じた処遇の実現に向けた環境整備を⾏う。

・更に、この技能者の能⼒評価基準と連動した専⾨⼯事企業の施⼯能⼒等の⾒える化を進め、良い職⼈を育て、雇⽤する専⾨⼯事業
者が選ばれる環境を整備する

※カードのカラーはイメージ

レベル１

レベル２

レベル３

レベル４

⽬安：
⾒習い技能者

⽬安：
中堅技能者

⽬安：
職⻑・熟練技能者

⽬安：
登録基幹技能者
上級職⻑

評価基準に合わせ
てカードを⾊分け

○保有資格（キャリアアップシステムに登録される）
○就労実績（キャリアアップシステムに蓄積される）
○職種に応じた知識・技能 等

能⼒評価基準の要素

これらを組み合わせて評価

建設キャリアアップシステムに登録した技能者に
対し個別に配布されるキャリアアップカードを、
レベルに応じて⾊分けする

【⾒える化の対象項⽬（イメージ）】
○ 所属する技能者の⼈数・評価
※建設キャリアアップシステムに基づく技能者の能⼒評価と連動
○ 表彰・⼯事実績
○ 建機の保有状況
○ 安全性（無事故期間 等）
○ 処遇・福利厚⽣（社会保険等への加⼊状況 等）
○ ⼈材確保・育成（研修制度 等）
○ 地域貢献（災害復旧、地域活動への貢献 等）
○ 経営状況 等
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専⾨⼯事企業の施⼯能⼒等の⾒える化のイメージ

※各評価主体が⾏う企業評価の項⽬や⼿法についてガイドラインで定める。
※評価主体としては、専⾨⼯事業団体等が考えられる。

（将来的なイメージ）


